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１． 目的  ESD 国際カリキュラムモデル開発及び協同実践 

ESD（Education for Sustainable Development）で扱うべき内容は、人権・平和・環境・貧困・健康・多文化・

教育・情報などの多岐にわたる。現代の社会を、持続可能な社会へと転換することを目指して、ESD をどの

ように進めるか、あるいはその目標や方法をどのように設定するかは、それぞれの国や地域の実情に応じ

て大きく異なっている。本事業活動は、このような各国の事情を踏まえながら、アジア各国で ESD の共通目

標とプロセスを共有し、共に未来を創造することを目的として、アジア地域共通の ESD 国際カリキュラムモデ

ル（試行版）を多国間の参加と協同作業によって開発し協同実践を行う。 

２．活動  対象地域 タイ、フィリピン、中国、韓国、日本 

本事業は、大学（大阪大学、お茶の水女子大学）での途上国支援の研究成果と、大阪の高校(大教大附

属池田校舎、大阪府立北淀、羽衣学園)が進めてきた UNESCO ASPnet(Associated Schools Project network)での

多国間協同実践の成果に基づき、ESD の国際カリキュラムモデルをアジア地域の高等学校による参加と協

同作業によって開発する。 

第１ステージ ： 国際カリキュラム作成のためのフレームワークづくり  

ESD で扱うべき諸課題と身近な課題を結びつけた国際カリキュラム開発フレームワークを形成。 

第２ステージ ： 国際カリキュラム試行版の協同開発 

各国高校教員がワークショップを行い、フレームワークをもとにカリキュラム原型を作成する。 

第３ステージ ： 国際カリキュラム試行前の事前調査の実施 

国際カリキュラムの効果を把握するため、生徒の ESD に関する知識・態度・価値などを事前に調査。 

第４ステージ ： 国際カリキュラム試行版の実践  

各国の実情に合わせた適切な時期に、協同開発された国際カリキュラムを参加校で試行する。 

第５ステージ ： 国際カリキュラム試行版の検証（2010 年 2 月ごろ） 

開発した国際カリキュラム試行版の実践成果を生徒間のディスカッションを行って検証・確認する。 

３．成果  

（１） 期待する成果 

この国際カリキュラム試行版は、参加が容易なカリキュラムとしているため、国内はもとよりアジア各国で

広がることを意図している。また、今年度の試行版の成果は来年度のより質を高めた内容へと発展する。 

（２） 成果物 

１．国際カリキュラム試行版 ： ESD の理念およびカリキュラムモデュール。カリキュラム作成の意図、狙い、

授業主題、授業単元毎の内容と意図・ねらい、用いた教材と指導法、検証方法が含まれる。 

２．国際カリキュラム試行版開発過程および実践記録ビデオ ： 国際カリキュラム試行版がどのような過程を

経て開発され、具体的にどのような実践であるかを明らかにする。 



アジアにおけるＥＳＤ国際協力カリキュラムの開発
―高等学校を中心にして― 大阪大学大学院人間科学研究科

活動： 国際カリキュラム作成のためのフレームワークづくり
国際カリキュラム試行版の協同開発
国際カリキュラム試行版の実践と検証

成果物： 国際カリキュラム試行版（各国語版）
国際カリキュラム試行版開発過程および実践記録ビデオ

目 的：大学での豊富な途上国支援の研究成果と、大阪の高校が進めてきた
UNESCO ASPnetでの多国間協同実践の成果に基づき、アジア地域の高等学校で
ESDの国際カリキュラムモデルを多国間の参加と協同作業によって開発する。
これにより持続可能な社会に向けて求められる能力・知識・意欲・態度・価値を、
アジア各国の高等学校が共有し、実践することを目指す。
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アジアにおけるＥＳＤ国際協力
カリキュラムの開発カリキュラムの開発

―高等学校を中心にして―

大阪大学 中村安秀大阪大学 中村安秀

お茶の水女子大学 内海成治

発表：大阪教育大学附属高等学校池田校舎

伊井直比呂
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事業の目標

アジアでESD協力カリキュラムを協同開発

➣ 共に未来を創るためのカリキュラム開発
そのために

➣ 対等な参加／学びあう参加

➣ 教員が学校・地域・国の課題に着目

このカリキュラムで

➣ 傍観者としての知 → 問題と問題解決

の当事者としての知と態度を育む

2
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大阪大学

NPO法人 HANDS
Working Group

実施組織

お茶の水女子大学

KOREA

大阪府立北淀高校 羽衣学園高校

大教大附属高校池田

Thailand

 

国際カリキュラム開発国際カリキュラム開発・・実践実践
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CHINA The Philippines

UNESCO ASPnet School 

= UNESCOの精神にもとづく教育

具体的に：平和・自由・公正・人間開発 の追求

子ども・若者の学習要求を満たす

１．Quality Education for All
２ UN Millennium Development２．UN Millennium Development
３. UNESCO’s medium-term strategy
４．The four pillars of education for 

the 21st Century（ドロールレポート)
4
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学習領域
①．ASPnet and  UN priorities

②. Education for Sustainable Development

③ P d H i ht③. Peace and Human rights

④. Intercultural Learning( 文化間学習)

⇒ ASPnetの核心（Mutual Learning）

世界の諸問題(環境･紛争･貧困 など)

自文化 解 異なる文化 関心 解自文化理解、異なる文化への関心・理解・

相互尊敬、

➢多国間協同実践(Flag Ship Project), 

➢世界遺産教育 ➢ Mondialogo ほか5

Key Themes in ESD
全ての人（未来世代の人）の共通の未来

貧困の克服貧困の克服 異文化間の理解と平和異文化間の理解と平和

健康の増進健康の増進

環境保護環境保護

持続可能な生産と消費持続可能な生産と消費

文化的多様性・生物多様性文化的多様性・生物多様性

ICTICT ・情報通信技術・情報通信技術

6

By UN Decade of By UN Decade of EducationEducation for Sustainable Developmentfor Sustainable Development
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児童売買
人身売買

人口増加 森林伐採児童労働
低就学率

砂漠化

共 通 問 題

平和の文化 / 対立
人権・子どもの人権
エイズ 情報格差

飢餓・食糧問
題・5歳未満時
死亡率高

貧 困

図：伊井直比呂

非識字

❷

Developing Countries

対 立

社会の中にある
差別 人権侵害
文化的対立 排除
政治的対立 排除

被抑圧

エネルギー消費・排出

不公正な貿
易

人々の移動

不法入国・滞在

対 立

外国人労働者

社会の中にある
差別 人権侵害
文化的対立 排除
政治的対立 排除

生物多様性の喪失 / 地球環境問題

心身の被害経済格差（南北問題、南南問題）

誰も未来が見えない状況.

紛 争

難 民

化石燃料の消費
対 立

Developed Countries

大量消費, 大量廃棄, 快適な社会, 便利さ追及､コスト削減､より安く消費する

7

Our Aims of Study Our Aims of Study for for the the 
StudentsStudents

Sustainable society  =

1) いのち: 全ての命・自然がつながりつづける社会) 命

2)2) 文 化: 人を育む文化が深まりつづける社会

3)   く ら し:   健康で豊か、そして安心できる生活を

支えあいつづける社会

4) 4) こころ：こころ： 人の心をお互いに豊かにしつづける社会

（これらが可能となるような・・・）

＝Culture of Peace
Bｙ Naohiro Ii

8
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人間の尊厳と
自然への畏敬にもとづく
 心の開発 心の開発、

 態度の開発、

 理解する力（想像力）の開発（深める）、

 考え方の開発、

 人間性（思いやり 学ぶ姿勢など）の開発 人間性（思いやり、学ぶ姿勢など）の開発、

 価値（公正さ、寛容さなど）の開発、

 制度（組織化など）の開発、

 社会の開発、Life Styleの開発・・・・・
9

つまり、ESDは・・・・・

ある特定の人のために未来があるのではなく

「すべての人」のための未来を築く教育

そのために、環境教育、人権教育、平和教育
、世界遺産教育 という従来の枠組みを超え、
学校や地域の課題と問題から出発して身近に
「持続可能な社会 を築く「知 や「心 態度 を「持続可能な社会」を築く「知」や「心・態度」を
開発する学び。

「傍観者」から「当事者」としての地位へ

10
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Associated Schools Project 
Asia network (ASPnet)

羽衣学園高校大阪府立北淀高校

KOREA

大教大 附属池田

THE PHILIPPINES

新しいASP校 Osaka ASPnet ⇒

CHINA THAILAND

Network!

 

11

12
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それぞれの地域
や国にそれぞれ
のESDがある

だからこそ
個別性と普遍性
のESD

13

｢アジア･北欧7カ国 ESD高校生国際会議｣

14
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カリキュラム開発ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

15

16
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各国協同でまとめたESDで獲得
すべき知識・技能・態度など

17

18
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ｶﾘｷｭﾗﾑ構造
Step1 事実認識

➢持続可能性を阻害する事実や連関持続可能性を阻害する事実や連関

➢持続可能性を深める事実や連関

Step2 問題把握と分析

➢なにが、どのように？

➢異なる問題？ 同じ問題（同根）？➢異なる問題？ 同じ問題（同根）？

Step3 提案・解決

➢問題解決のための X

(態度、考え方、価値、制度、実践）
19

Step１

20
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中国から 日本から

21

日本から：先進国からのごみの輸出

22
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日本からネット上のいじめ

23

Data5 ←韓国から 国際結婚と文化理解

←中国から
歴史風致地区の破壊

24
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フィリピンから 人のあり方、社会の中の責任

25

日本から

支えあう社会を
阻害する行為

26
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タイから 身のまわりの無責任から環境問題へ

27

Step2

28
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29

実践風景（日本）

Step3

30
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タイと日本の国際カリキュラ
ム協同授業 2010.02.02

31

中国人民大学附属高
校生徒の国際カリキュ
ラム授業風景
2010.01

32
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学習の４つの柱

Learning  to Know  知ることを学ぶ

Learning  to do 為すことを学ぶ

Learning  to live together

共に生きることを学ぶ

Learning to be 人として生きることを学ぶLearning  to be 人として生きることを学ぶ

 天城勲監訳 『学習：秘められた宝』（ユネスコ「21世紀教育国際委員会」報告書
、ぎょうせい、1997年

33

問題に薄々気づいていたけ
ど、どう行動したらよいのか
わからなかった

世界にどのような問題があ
るか知らなかった。

世界で共通の問題が起
こっていることがわかった。

（After）実践後の感想

るか知らなかった。

ニュースでは知っていたが

これが他の国の問題で、
自分の国の問題だと考え
ていなかった。

他の国の人がどのような
考えを持っているか 異な

自分が気づいて、自分の
行動を変え、他の人に伝
えたい。解決できそう。

私たち自身の問題だとわ

34

考えを持っているか、異な
る視点を持つことができた

世界の問題が自分の問題
から始まっていることがわ
かった。

私たち自身の問題だとわ
かっていなかった。

（Before) 実践前



ESD カリキュラムを終えて 
＜タイでのカリキュラム検証訪問での学習後の感想抜粋＞ 

伊井直比呂（附属池田・北淀・羽衣代表） 
 

グループ 2：この ESD の授業を受けて、もちろん受ける前からこれらの問題にうすうす気づいていましたが、

実際このプログラムに関わって、この問題が奥深く、いろんな問題が起こっていることが理解できました。今日

の授業を受けて、やはりすべての問題が我々人間から始まっているので、問題を解決するためには私たちから始

めなきゃいけないと思いました。 
 
グループ 6 からです。これらの問題については前から気づいていたが、自分からどう解決するかは知らなかった

けれど、ESD のプログラムに関わってきたら、これらの問題を自分たちで解決できるのではないかと思うよう

になりました。そして、他の国でどのような問題が起こっているか、他の国の人がどのような考えを持っている

かもっともっと理解できて、すごくいい授業だと思いました。この授業が成功したら、私たち世界が持続可能な

社会をつくれるのではないかと思いました。 
 
グループ 3 からです。このプログラムに関わるまでは、世界にはこんなたくさんの問題があることを全く気付き

ませんでした。ニュースで見たことはありますが私たちの問題だという考えは持ちませんでした。その問題はほ

かの国の問題で私の問題ではないと思っていました。しかし、今日のディスカッションに参加してから、これら

の問題は人間、つまり私たちから始まることなので、私たちが自分の行動を変えなければこれらの問題はなかな

か解決できないなと思いました。 
 
グループ１から。今回の授業を通して、日本の中で話し合っていただけでは絶対得られなかった視点を新しく知

ることができました。今回のように、違った国の人同士が同じ問題について話し合うことが、世界で行うことが

できたら、世界はもっと良いものになると思いました。 
 
グループ 7 から。この学校では ESD プログラムはまだ授業ではなく部活動ですが、その部活動を通じて ESD プ

ログラムについて知りませんでした。実際に外国人と意見を交換することは初めてで、今回のディスカッション

に参加して、世界にはいろんな問題が起こっているのだなと思うようになりました。これらの問題は私たちの学

校や町の中だけではなく、世界で共通の問題が起こっているのだなと理解するようになりました。その問題を解

決するために、みんなの協力が必要だと思いました。みんなの協力があれば世界がもっと幸せになるのではない

かなと思いました。 
 
グループ 4 から。この ESD プログラムに参加する前は、世界にはいろんな問題が起こっていることに全く気付

かなかったけど、今回意見を交換してから自分たちも協力すればこれらの問題を解決できるのではないかと思い

ました。もちろん私 1 人では解決できないと思いますが、自分が気づいて、自分の行動を変え、他の人に伝えた

らもっとこれらの問題が解決できるのではないかと思いました。また、この ESD プログラムに参加して、未来

のことをもっと考えるようになりました。 
 
グループ 5 からです。このプログラムに参加するまでこれらの問題について全く知らなかったけど、今回の話し

合いに参加して「世界にはこれらの問題があるのか」と気づきました。それらの問題に気づき、それらの問題が

自分の身近な問題だと初めて知りました。これらの問題を解決するにはやはり私たちから変えないと、と思いま

す。 
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－国際カリキュラムー

国や地域を超えた問題の共有
そして

解決への連帯感

事実への無関心➢関わりを持つ立場

問題 傍観者 問題 当事者問題の傍観者 ➢問題の当事者へ

解決への無力感➢自己の変容と意味化

世界との途絶 ➢世界との連帯感

35
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